
２０２０年１２月２１日 
北海道電力株式会社 

 
２０２０年度泊発電所原子力防災訓練時の対応状況 

（２０１９年度泊発電所原子力防災訓練時の課題を踏まえた評価結果（案）） 
 

○概要 

昨年度（２０１９年度）の泊発電所原子力防災訓練で抽出した課題に対する対策（改善内容等）について、今年度の訓練時の対応状況に基づき評価を行った。 

 

 

○検証結果 
No. 前回訓練時の問題・課題 原因 改善策 改善策の有効性検証 評価結果 

① 

＜泊発電所＞ 

【問題】 

ＣＯＰ２において、２台ある代

替非常用発電機のうち１台のみ

が起動している状況を備考欄に

記載していたものの、発電所対策

本部要員は、当該状況を把握しに

くかった。 

【課題】 

ＣＯＰ２において、代替非常用

発電機が１台のみ起動している

状況を把握しやすくすべき。 

代替非常用発電機は２台

で１００％容量を有する機

器である。そのため、２台で

１セットと見なしていたこ

とから、ＣＯＰ２における運

転状況欄は１つのみであり、

個別（Ａ，Ｂ）の起動状況を

表示できる記載になってい

なかった。 

ＣＯＰ２における２台の組み合わ

せで１００％容量を有する代替非常

用発電機等について、機器を個別

（Ａ，Ｂ）に記載し、それぞれの起

動状況を表示できるようにした。 

《検証可能性：○》 

・訓練において、３Ａ－主蒸気逃がし弁

のみ故障するシナリオであり、ＣＯＰ

２の改善を図った箇所を使用するた

め検証可能。 

《評価項目》 

・ＣＯＰ２を活用して、機器状態を把握

できること。 

《確認方法》 

・訓練事務局にて、発電所対策本部要員

がＣＯＰ２を活用し、機器の起動状況

を共有できたか、確認する。また、同

様の問題が発生しないことを確認す

る。 

改善策を講じた結果、発電所対策本

部要員はＣＯＰ２を使用して、機器

の起動状況等を共有できていた。ま

た、同様の問題が生じないことを確

認した。 
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No. 前回訓練時の問題・課題 原因 改善策 改善策の有効性検証 評価結果 

② 

【問題】 

＜発電所＞ 

 チャットシステムで即応セン

ターへＦＡＸデータを送付する

際、第８報を添付すべきところ、

第７報を添付してしまった（添付

するデータを誤ってしまった）。 

＜本店＞ 

 発電所から受領したＦＡＸデ

ータに誤りがないことを確認し

てから送信すべきところ、確認不

足のまま送信してしまった。 

【課題】 

＜発電所＞ 

即応センターへのＦＡＸデー

タの送付時において、誤りなくデ

ータを添付すべき。 
＜本店＞ 
発電所から受領したＦＡＸデー

タの内容と表題の整合等を確認

してからＦＡＸを送信すべき。 

＜発電所＞ 

a.ＦＡＸデータ作成者とＦ

ＡＸデータ送付者が異な

り、両者間でデータの受け

渡しが必要な体制となっ

ていた。 

＜発電所＞ 

b.ＦＡＸデータ送付者は、第

１報からの全てのＦＡＸ

のデータが格納されてい

るフォルダの中から該当

するデータを選択する必

要があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本店＞ 

c.発電所から受領したＦＡ

Ｘデータの内容確認事項

を明確にしていなかった

ことに加え、受領したＦＡ

Ｘデータの内容確認・代替

送信後の着信確認・着信完

了実績のチャットへの入

力など、通報連絡時の役割

分担を明確にしていなか

った。 

＜発電所＞ 

a.ＦＡＸデータ作成者とＦＡＸデー

タ送付者を同一にし、両者間のデ

ータの受け渡し過程をなくした。 

 

 

＜発電所＞ 

b-1.即応センターへのデータの送付

については、ＦＡＸデータ作成

者が、代替手段時に即応センタ

ーから関係機関に送信するデー

タのみを即応センターの要員が

閲覧可能な代替手段専用のフォ

ルダに格納することとした。 

＜本店＞ 

b-2.送信済みのＦＡＸデータを、別

の送信済みフォルダに格納する

等により、送信済みと未送信の

ＦＡＸデータを区別できるよう

にした。 

 

＜本店＞ 

c.発電所から受領したＦＡＸデータ

の内容確認事項（発電所格納デー

タ表題と中身（通し番号）が一致

していることおよび通報連絡文の

右肩通し番号が前回送信分からの

連番となっていること）、代替送

信後の着信確認、着信完了実績の

チャットへの入力などの役割分担

について社内規定で明確にした。 

《検証可能性：○》 

・発電所からの通報不能マルファンクシ

ョンを付与するため検証可能。 

《評価項目》 

・即応センターから代替送信する場合で

も、適切なＦＡＸを送付できること。 

《確認方法》 

・訓練後、訓練事務局にてＦＡＸ実績を

確認する。 

改善策を講じた結果、即応センター

から代替送信する場合でも、適切な

ＦＡＸを送付することができた。 

 

【参考】 

本店からの代替送信ＦＡＸ：第６，

７，８，９報 
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No. 前回訓練時の問題・課題 原因 改善策 改善策の有効性検証 評価結果 

③ 

＜本店＞ 

【問題】 

 ＣＯＰ３を用いた本店対策本

部およびＥＲＣ対応ブースでの

共有情報に差が生じてしまった。 

【課題】 

 本店対策本部およびＥＲＣ対

応ブースにおいて、共通のＣＯＰ

３を共有すべき。 

本店対策本部席で作成す

るＣＯＰ３は、定期的に開催

されるブリーフィングで対

策本部長・対策要員がプラン

トの状況を把握できるよう、

収集した情報を可能な限り

盛り込んで共有性を持たせ

る必要があった。 

一方で、ＥＲＣ対応ブース

で作成するＣＯＰ３は、ＥＲ

Ｃ対応上必要となる情報に

特化した即応性を持たせる

必要があった。 

このため、本店対策本部内

の共有情報に差が生じた。 

本店対策本部全体で一つのＣＯＰ

３を用いる緊急時対応フローを社内

規定等に取り込み、その内容を対応

要員へ周知・教育した。 

その際、本店対策本部席とＥＲＣ

対応ブースそれぞれにおける説明性

を担保できるＣＯＰ３の作成ルー

ル、ＣＯＰの承認方法等を検討して

社内規定等に取り込み、その内容に

ついても対応要員へ周知・教育した。 

《検証可能性：○》 

・訓練において、ＣＯＰ１－１（電源系

統図）および１－２（全体系統図）（Ｃ

ＯＰ３から番号を変更）を活用してプ

ラント状況を本店本部席およびＥＲ

Ｃプラント班へ適宜説明する場面が

あるため、検証可能。 

《評価項目》 

・ＥＲＣ対応ブース内でＣＯＰ１－１お

よび１－２を手書きにより作成し、電

子化・保存するファイルをプラント情

報収集チームが共有することにより、

共通のＣＯＰ１－１および１－２を

ＥＲＣ対応ブースとプラント情報収

集チームにて共有ができること。 

・共有されたＣＯＰ１－１および１－２

を用いて、プラント情報収集チームか

ら本店対策本部に情報共有ができる

こと。 

・共有されたＣＯＰ１－１および１－２

を用いて、ＥＲＣ対応ブースからＥＲ

Ｃプラント班に情報共有ができるこ

と。 

《確認方法》 

・訓練後、訓練事務局にてＥＲＣ対応ブ

ースで作成し、電子ファイルにして保

存したＣＯＰ１－１および１－２が

プラント情報収集チーム、本店対策本

部およびＥＲＣプラント班に情報共

有されていたことを確認する。 

・ＥＲＣ対応ブース内で作成し、電

子化・保存したＣＯＰ１をＥＲＣ対

応ブースとプラント情報収集チー

ムにて共有することができた。 

 

・プラント情報収集チームは、共有

されたＣＯＰ１をベースとし、更新

されているプラント状況等を整理

したうえで本店対策本部内に説明

し、その後共有されたＣＯＰ１をプ

ロジェクターにより拡大表示する

ことで情報共有することができた。 

 

・共有されたＣＯＰ１は書画装置を

使用して、ＥＲＣ対応ブースからＥ

ＲＣプラント班に説明し、ＥＲＣリ

エゾンからＥＲＣプラント班に配

布することにより情報共有するこ

とができた。 
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